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9 【施工における　課題・問題点　等】

10 【実　施　内　容】

11 【実　施　結　果】

　本工事の仮設工土留め仮締切工鋼管矢板（以下、鋼管矢板と呼ぶ）における設計規格は、1
本あたり圧入長L=35.5m、継手2箇所で全60本である。設計規格の内、継手を1箇所にした場合
に施工費用を縮減できるのではないかと考えた。
　この際の問題点として、
1.継手箇所は設計計算書の壁体の最大応力度以上の耐力を有することが条件となる。
　このため、①応力度、②モーメント　についての確認を行い、施工可否を判断する。
2.継手2箇所→継手1箇所とした場合の施工費用は縮減となるのかどうか。

1.①応力度について
　本工事の設計計算書より、鋼管矢板1本あたりの壁体にかかる最大応力度の確認を実施。使
用する鋼管矢板の許容応力度の確認を実施。
　②モーメントについて
　本工事の設計計算書より、鋼管矢板1mあたりに作用する最大モーメントの確認を実施。許
容モーメントの確認を実施。

2.施工費用の検討・比較（工費が変動する圧入費とクローラクレーン分解組立費に着目）
　継手2箇所とした場合の施工費用の算出
　継手1箇所とした場合の施工費用の算出

1.①応力度について
　鋼管矢板1本あたりの壁体にかかる最大応力度は163.3Ｎ/㎜。使用する鋼管矢板の材質は
SKY400であり許容応力度は210N/㎜で、問題ない。
　②モーメントについて
　鋼管矢板1mあたりに作用する最大モーメントは1040.7kN/m。設計断面力は鋼管矢板1本あた
り1196.8kNm/本で、問題ない。
上記①、②では鋼管矢板1本あたりの検討を行うため、継手部の増減に対して応力度等の変動
はない。このため、継手箇所を1箇所にした場合施工は可能である。
2.継手2箇所とした場合の施工費用は直工費73,120,000円（税抜き）
　継手1箇所とした場合の施工費用は直工費58,720,000円（税抜き）
以上より1,440万円の施工費用の縮減が期待できる。
※継手箇所の変更により工費が変動する【圧入費用、クローラクレーン分解組立費用】を対
象にしている。
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【実　施　内　容　等】

※設計構造計算書抜粋

（様式―２）　　

上記により、1,440万円のコスト縮減が期待できることと、工期の短縮42日-34日=8日間が期
待でき、経済性施工性共に設計案より変更案が優れ有利となったため、本案件が採用され設
計変更となった。

応力度の計算結果

許容値210N/mm2＞作用値163.3N/㎜2・・・〇
モーメントの計算結果

許容値1196.8kN/本＞作用値1040.7kN/m   ・・・〇

設計案：継手2箇所、杭長最大12.5m×3本

変更案：継手1箇所、杭長最大18.5m×2本

施工日数

0.704日/本×60本=42日

施工日数

0.560日/本×60本=34日

圧入費用

1,200,345円×60本
=72,020,700円

クローラクレーン分解

組立費用（60～65t吊）
=1,100,841円

圧入費用

958,633円×60本
=57,517,980円

クローラクレーン分解

組立費用（70吊）
=1,212,013円


